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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年4月21日(2011.4.21)

【公開番号】特開2010-138188(P2010-138188A)
【公開日】平成22年6月24日(2010.6.24)
【年通号数】公開・登録公報2010-025
【出願番号】特願2010-49297(P2010-49297)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  47/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/127    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/107    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/51     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  47/10    　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/127   　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/107   　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/51    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月4日(2011.3.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レチノイド誘導体および／またはビタミンＡアナログを構成成分とする、標識および／
または薬物を星細胞へ特異的に送達するための標的化剤。
【請求項２】
　レチノイド誘導体がビタミンＡを含む、請求項１に記載の標的化剤。
【請求項３】
　薬物が、星細胞の活性または増殖を制御する薬物である、請求項１または２に記載の標
的化剤。
【請求項４】
　星細胞の活性または増殖を制御する薬物が、ＴＧＦβ活性阻害剤、ＨＧＦ活性製剤、Ｍ
ＭＰ産生促進剤、ＴＩＭＰ産生阻害剤、ＰＰＡＲγリガンド、アンジオテンシン活性阻害
剤、ＰＤＧＦ活性阻害剤、ナトリウムチャンネル阻害剤、アポトーシス誘導剤、ならびに
、星細胞によって産生される細胞外マトリクス構成分子を標的とする、または該細胞外マ
トリクス構成分子の産生もしくは分泌に機能する分子のうちの１つまたはそれ以上を標的
とするｓｉＲＮＡ、リボザイム、アンチセンス核酸、ＤＮＡ／ＲＮＡキメラポリヌクレオ
チドおよびこれらを発現するベクターからなる群から選択される、請求項３に記載の標的
化剤。
【請求項５】
　細胞外マトリクス構成分子の産生もしくは分泌に機能する分子がＨＳＰ４７である、請
求項４に記載の標的化剤。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の標的化剤の、星細胞に関連する疾患を処置するた
めの医薬の製造への使用。
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